
南
信
州
地
域
資
料
セ
ン

タ
ー
収
集
品
の
中
に
、
伊

那
雑
誌
社
発
行
の『
伊
那
』

が
あ
る
。
発
刊
は
大
正
７

年
11
月
20
日
で
、
第
１
号

か
ら
同
８
年
３
月
31
日
の

第
５
号
ま
で
が
現
存
す
る

月
刊
誌
で
あ
る
。
奥
付
に

は
、
編
集
兼
発
行
人
「
長

野
県
下
伊
那
郡
山
本
村
３

８
３
６-

２
小
笠
原
や
す

の
」
と
あ
り
振
替
口
座
を

開
設
し
て
い
る
。

各
号
と
も
32
頁
で
、
第

１
号
の
内
容
は
始
業
式

（
雑
誌
創
刊
の
こ
と
と
み

ら
れ
る
）、
伊
那
大
学

（
手
工
の
す
す
め
、
胎
内

教
育
、
出
席
と
成
績
、
お

母
さ
ま
へ
な
ど
）、
龍
峡

倶
楽
部
（
女
哀
れ
、
子
守

唄
な
ど
）、
伊
那
小
学

（
愛
の
力
、
大
黒
様
な
ど
）、

赤
石
図
書
館
、
学
芸
展
覧

会
、
読
者
諸
君
へ
、
送
金

に
つ
い
て
、
投
稿
募
集
で

あ
る
。
始
業
式
の
項
は
国

歌
合
唱
に
続
い
て
、
主
幹

小
笠
原
や
す
の
が
開
式
の

辞
で
「
意
外
に
多
く
の
賛

成
者
を
え
た
こ
と
、
児
童

を
愛
す
る
諸
先
生
・
父
母

等
の
篤
い
志
に
感
激
し
て

責
任
の
重
さ
を
思
う
」
と

し
、
遠
山
の
教
員
が
祝
辞

を
記
し
て
い
る
。

第
２
〜
５
号
で
も
教
育

関
係
の
内
容
（
郡
内
各
学

校
の
様
子
、
父
母
・
児
童

の
作
文
な
ど
）
中
心
と
し

て
郡
下
の
地
理
・
歴
史
・

文
芸
な
ど
小
冊
子
な
が
ら

多
く
の
投
稿
を
得
て
多
彩

な
内
容
で
あ
り
、
興
味
を

引
か
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
正
期
に

『
伊
那
』
の
編
集
・
発
行

人
と
な
っ
た
「
小
笠
原
や

す
の
」
と
は
如
何
な
る
人

物
か
。
探
索
の
末
に
、
当

時
の
山
本
小
学
校
長
小
笠

原
秀
雄
夫
人（
推
定
28
歳
）

と
判
明
し
た
。

秀
雄
は
明
治
14
年
８
月

１
日
、
下
條
村
親
田
小
笠

原
筆
太
郎
長
男
と
し
て
出

生
。
妻
や
す
の
も
同
村
小

松
原
細
田
家
の
生
ま
れ
。

苦
学
力
行
の
の
ち
、
同
31

年
３
月
、
長
野
師
範
学
校

第
二
種
講
習
科
終
了
、
検

定
試
験
で
本
科
正
教
員
と

な
り
、
松
尾
小
に
奉
職
。

つ
い
で
睦
沢
小
校
長
・
小

野
川
小
校
長
を
経
て
、
大

正
６
年
３
月
、
山
本
小
校

長
（
36
歳
）
と
な
る
。
尚
、

昭
和
５
年
秀
雄
が
応
募
し

た
「
伊
那
節
」
は
、
１
３

０
０
余
編
中
首
位
と
な

り
、
天
龍
峡
に
歌
碑
が
あ

る
。秀

雄
は
校
長
と
し
て
進

歩
的
な
教
育
を
実
践
し

た
。
児
童
の
出
席
を
促
す

た
め
に
子
守
通
学
の
許

可
。
教
師
・
父
母
・
児
童

が
参
加
す
る
運
動
会
の
開

催
。
各
区
・
各
平
に
家
庭

会
を
組
織
し
て
担
当
教
員

を
配
置
し
、
父
母
と
の
懇

談
・
児
童
の
復
習
・
講
演

会
を
開
催
し
、
教
育
方
針

の
説
明
や
家
庭
の
要
望
の

聴
取
に
つ
と
め
た
。ま
た
、

『
伊
那
』
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
郷
土
文
化
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
、
地
域
の
青

年
の
育
成
に
も
努
力
し

た
。
形
式
打
破
、
実
利
尊

重
の
人
物
で
、
保
科
百
助

ら
と
と
も
に
信
濃
の
三
奇

人
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。

山
本
小
在
職
中
の
秀
雄
に

つ
い
て
は
、
現
伊
那
史
学

会
『
伊
那
』
昭
和
40
年
８

月
号
で
「
小
笠
原
校
長
先

生
の
思
い
出
」
と
し
て
当

時
の
生
徒
浜
島
郷
司
が
詳

し
く
回
想
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

『
伊
那
』
は
秀
雄
の
思
想

に
基
づ
い
て
妻
の
名
義
で

発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
が
、
各
冊
に
児
山
、

明
華
と
し
て
執
筆
し
て
い

る
の
が
秀
雄
と
や
す
の

で
、
や
す
の
の
尽
力
も
大

き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
発

行
部
数
は
不
明
確
だ
が
、

「
仲
間
の
数
」（
会
員
数
）

欄
に
は
４
割
以
上
が
根

羽
・
山
本
、

３
割
以
上
が

伍
和
・
智
里

な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

大
正
８
年

６
月
、
秀
雄

は
国
策
に
よ

る
海
外
進
出

の
雄
志
を
も

ち
、
山
本
小

校
長
を
辞
し

一
家
５
人
で
ブ
ラ
ジ
ル
・

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
イ
グ
ア
ベ

郡
レ
ジ
ス
ト
に
入
植
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
８
年

に
や
す
の
が
45
年
に
秀
雄

が
55
歳
で
死
去
し
た
。
渡

航
後
17
年
で
あ
っ
た
。

下
條
親
田
の
広
い
果
樹

園
地
帯
に
生
家
の
屋
号
・

滝
場
小
笠
原
家
と
墓
地
が

あ
る
。
夫
妻
の
墓
碑
に
は

「
秀
道
開
教
居
士
・
安
心

立
命
信
女
」と
刻
ま
れ
る
。

別
碑
墓
誌
に
よ
る
と
昭
和

11
年
４
月
に
武
夫
が
27

歳
、
同
年
11
月
に
文
男
が

25
歳
で
ブ
ラ
ジ
ル
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
ブ

ラ
ジ
ル
に
は
夫
妻
の
子
女

ご
夫
妻
が
100
歳
前
後
で
ご

健
在
で
お
ら
れ
る
と
い

う
。大

正
期
の
時
世
を
反
映

し
た
と
思
わ
れ
る
小
笠
原

秀
雄
・
や
す
の
夫
妻
に
よ

る
『
伊
那
』
は
、
一
家
の

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
に
よ
り
、

大
正
８
年
３
月
31
日
の
第

五
号
で
終
刊
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

大
正
期
の
『
伊
那
』
誌
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
山
内
尚
巳

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
24

大正期の「伊那」誌と、小笠原秀雄


